
 
 

       ――培養槽ジャケット部の割れ―― 
 
培 養 槽 
最高使用圧力：本体  0.3MPa 
             ｼﾞｬｹｯﾄ  0.2MPa 
内  容  積：本体    0.494㎥ 
       ｼﾞｬｹｯﾄ 0.108㎥ 
形   状 ：本体 650φ×1280h×6t 
          ｼﾞｬｹｯﾄ 750φ×900h×3t 
材    質：本体  SUS316L 
          ｼﾞｬｹｯﾄ SUS304 
製  造  年：昭和 62年 
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本槽は、醸造会社の研究施設に設けられた培

究対象により変 
り、設置後 19年を経過している。 
性能検査において、外面にかすかに変色した

透検査を行った 
ところ、写真 1、写真 2に示すように、ジャケ
した。 
補修は変更届を監督署に提出し、欠陥の除去

色浸透検査を行 
いながら欠陥をグラインダーで完全に除去し、

後、染色浸透検 
養槽で、各種の実験･試作に用いられ、内容物はその

部分を点検したところ割れらしきものがあった。染色

ット封鎖溶接のジャケット側熱影響部に貫通割れを発

と肉盛り溶接方法により行なった。写真 3 に示すが、

特別ボイラー溶接士が TIG溶接にて行なった。補修完



査および水圧検査にて異状がないことを確認した。 
なお、割れの原因は設置後 19 年間の加熱・冷却の繰返し応力によるもので、本体とジャケットの

熱膨張や板厚の違い 
で、ジャケット側に割れが生じたものと思われる。 


